
- 企画書 -

国見町CI策定事業



これまでの経緯

・地域住民の意向調査
・基礎データ収集
・検討委員会の開催
・キャッチコピー案の作成
・グラフィック案の作成

できたこと できなかったこと

・収集した資料やデータの
　取捨選択・整理
・町民への周知、情報公開
・MI、BI、VIの策定
・キャッチコピー、
　グラフィックの決定



CIとは？

ヴィジュアル・アイデンティティ
（視覚的に分かるロゴなど）

ビヘイビア・アイデンティティ
（行動指針）

マインド・アイデンティティ
（方針）

MI

BI

VI



今日でMIとBI決めます！



ロードマップ

③VIの策定

①情報の取捨選択・整理

②MI、BIの策定

企画調整課
家守舎桃ノ音

企画調整課
家守舎桃ノ音
CI検討委員会

町民(投票制)
CI検討委員会
審査員



検討委員の役割

企画調整課
事務局

家守舎桃ノ音
専門家・ファシリテーター

［CI検討委員会］

町民、議会

③質疑・パブコメ

①素案作成

②検討・意見交換

＜委員の役割＞
・素案に不足している視点の提供
・各委員の専門領域から見た見解
・一町民としての意見
・大項目は過半数の承認が必要

④承認



MIとは？

「命を大切に　誰もが幸せに暮らすまち　くにみ」

第６次国見町総合計画
基本理念

？



CIの位置付け

VI（MIとBIを視覚的に表現するもの）

第６次国見町総合計画
（基本理念）

MI（総合計画を実現するための方針）
BI（MIに沿った具体的な行動）

CIは、総合計画を具体的に実現するための手段

上位

下位

CI



基本理念とは？

命を大切に ／ 誰もが ／ 幸せに ／ 暮らす

▷健康で長生き
・防災、減災
・医療
・福祉

▷社会的包摂性
・子ども
・女性
・ジェンダー
・経済的貧困
・身体、精神障害

▷Well-being
・幸福度が高い状態
・良好な人間関係
・経済的な豊かさ
・シビックプライド

▷まちづくり
・住宅、住環境
・仕事、産業
・交通
・保育、教育

これらを実現するために、
私たちは具体的にどうすれば良いの？



MIとは？

町民全員で共有して、

追い求め続けるべき、

町の姿や町民の在り方。

マインド・アイデンティティ＝方針
MI



MIとは？

MI
福島盆地と阿武隈川水系の
恵みをずっと大切に。　



MIとは？

MI
先人たちが育んできた
文化や歴史を次世代へ。　



MIとは？

MI
この土地に訪れる人の
あらゆる価値観を受け止めよう。　



MIとは？

１　福島盆地と阿武隈川水系の恵みをずっと大切に。

２　先人たちが育んできた文化や歴史を次世代へ。

３　この土地に訪れる人のあらゆる価値観を受け止めよう。　

MI
マインド・アイデンティティ＝方針



BIとは？

ビヘイビア・アイデンティティ＝行動指針

MIに基づき、私たちは
どう行動すべきなのか？

？

BI



BIとは？

BI
与えられた自然の恵みを
産業で表現すること。　



BIとは？

BI
次世代を担う人々が学ぶ
環境と機会を提供すること。



BIとは？

BI
新しい価値観に臆せず、
挑戦し続けること。



BIとは？

ビヘイビア・アイデンティティ＝行動指針
MIに基づき、私たちはどう行動すべきなのか？

？ １　与えられた自然の恵みを産業で表現すること。

２　次世代を担う人々が学ぶ環境と機会を提供すること。

３　新しい価値観に臆せず、挑戦し続けること。

BI



BIとは？

？

１与えられた自然の恵みを
　産業で表現すること。

２次世代を担う人々が学ぶ
　環境と機会を提供すること。

３新しい価値観に臆せず、
　挑戦し続けること。

BIMI
１福島盆地と阿武隈川水系の
　恵みをずっと大切に。

２先人たちが育んできた
　文化や歴史を次世代へ。

３この土地に訪れる人の
　あらゆる価値観を
　受け止めよう。　



BIとは？

？

１与えられた自然の恵みを
　産業で表現すること。

２次世代を担う人々が学ぶ
　環境と機会を提供すること。

３新しい価値観に臆せず、
　挑戦し続けること。

BI
・農業
・地域食材を使った飲食店
・交通、運送

・生涯学習
・エリアデザインラボ
・放課後塾ハル

・道の駅
・大坂オフィス
・アカリ

具体的な事業



VIとは？

ヴィジュアル・アイデンティティ
＝MIとBIを視覚的に表現したもの。

？

VI



VIとは？

？

今日は、MIとBIと進め方について
みなさんと議論できればと思います。


